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こ
の
春
は
米
価
高
騰
が
国
政
を
賑
わ

す
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
原
因
は
色
々

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
飽
食
の
時
代
に
、

主
食
と
は
言
い
な
が
ら
、
米
を
食
べ
な

く
な
っ
た
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
人
は
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
居
続
け

る
と
、
そ
れ
が
当
た
り
前
と
思
い
込
ん

で
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
そ
し
て
、
何
事
も
当
た
り
前
と
思
う

心
に
感
謝
の
念
な
ど
涌
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
騒
ぎ
立
て
る
ば
か
り

で
す
。

　
米
を
ち
ゃ
ん
と
食
せ
る
の
は
、
農
作

業
の
手
間
暇
は
も
ち
ろ
ん
、
用
水
を
確

保
す
る
た
め
の
江
浚
い
・
草
刈
り
等
の

維
持
管
理
の
努
力
の
お
蔭
で
す
。
ま
た
、

集
荷
・
運
搬
・
精
米
を
担
う
人
々
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
便
利
に
な
っ
た

分
、
見
え
な
い
こ
と
へ
の
「
想
像
力
」

が
試
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
地
域
行
事
、
団
体
そ
の
も
の
の
継
続

が
な
か
な
か
難
し
い
時
代
で
す
が
、
今

回
の
こ
と
を
他
山
の
石
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
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南山見交流センター利用状況

委 員 長　冨田　利通（学習・スポーツ部会長）
副委員長　篠原　正三（健康・福祉部会長）
委　　員　田中　一昭（地域づくり協議会長）
委　　員　冨田　豊志（安全・防災部会長）
委　　員　谷田　　真（まちづくり副部会長）
委　　員　田村　紀光（健康・福祉副部会長）
委　　員　亀田　清美（学習・スポーツ副部会長）
委　　員　横江　敏子（安全・防災副部会長）
事 務 局　山田　修弘　山本　智子　前川　幸雄

　就
任
の
ご
挨
拶

　就
任
の
ご
挨
拶

　
こ
の
度
、
前
任
の
碓
井
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
誠
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
南
山
見
地
区
発
展
の
た

め
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
協
議
会
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
設
立
し
て
以
来
、
今

年
で
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
課
題
解
決
型
の
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

を
目
指
し
て
、
碓
井
前
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
着
実
に
前
進

し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
が
計
画
通
り
に
実
施
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
二
年
で
よ
う
や
く
以
前
の
よ
う
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
の
成
果
と
し
て
は
、
令
和
四
年
度

の
文
部
科
学
大
臣「
優
良
公
民
館
表
彰
」受
賞
や
、令
和
五
年
度
末
の「
次

代
に
つ
な
ぐ
　
郷
土
誌
　
南
山
見
」
発
刊
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

誇
る
こ
と
の
で
き
る
地
区
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
功
績
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、地
区
の
皆
さ
ん
の
「
郷
土
愛
」
の
深
さ
や
「
地
域
力
」

の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
当
地
区
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
も
た

ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、
空
き
家
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
、

農
業
の
担
い
手
不
足
、
防
災
対
策
等
々
で
す
。
ま
た
、
井
波
地
域
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
八
乙
女
連
絡
道
整
備
計
画
の
推
進
、
旧
井
波
庁
舎
の

跡
地
活
用
、
井
波
招
魂
社
屋
根
修
復
、
東
洋
紡
の
跡
地
活
用
等
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
何
と

い
っ
て
も
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
八
乙
女
サ
ロ
ン
や
各
種
団
体
の
活
動
等
に
よ
る
「
同
世
代
の
つ

な
が
り
」
三
世
代
交
流
事
業
等
に
よ
る
「
世
代
間
の
つ
な
が
り
」
と
い
っ

た
、「
つ
な
が
り
合
う
南
山
見
」
を
目
指
し
て
、
交
流
活
動
や
協
議
会
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
地
区
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
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挨
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ど
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で
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、
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の
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賜
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。
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　皆さん、こんにちは。茶道クラブです。南山見交流センター
和室で、毎月第２と第４火曜日の 13 時よりお稽古をしており
ます。
　２月には初釜、９月にはお月見、おいしいお菓子とお茶をい
ただき、その後は食事をしながらみんなで和気あいあいと楽し
んでおります。また、八乙女文化祭では、お茶席を設けて地域
交流の一助に成っているのではないかと思っています。
　最近は、ヒザ等各所が痛くなり、正座も難しくなってきまし
たが、椅子でのお稽古もしておりますので、ぜひお気軽に顔を
出して一服味わってみてはいかがでしょうか。お待ちしており
ます。　　　　　　　　　　　　　　　クラブ員　亀田美和子

茶道クラブクラブ・セミナー・
教室紹介コーナー その2

八乙女セミナー新会員募集八乙女セミナー新会員募集
令和７年度

　令和７年度の『八乙女セミナー』会員を募集しています。
入会を希望される方は、南山見交流センターで随時受け
付けています。

生花クラブ
〔小原流〕 第３金曜日 13:30～ 研修室 松井　正子

茶道クラブ
〔裏千家〕 第2・第４火曜日 13:00～ 和　室 亀田美和子

詩吟クラブ
〔日本詩吟学院〕 第１・第３土曜日 13:30～ 会議室 小橋外喜雄

3B体操クラブ 第１・第３火曜日 14:00～ 大ホール 銅　　光枝
すみれ会
〔民踊クラブ〕 第１・第３金曜日 19:30～ 大ホール 武田東洋子

山吹の会
〔民踊クラブ〕 第１・第３月曜日 19:30～ 大ホール 武田東洋子

子ども民踊クラブ 第２・第３金曜日 18:30～ 大ホール 武田東洋子
ペタンク部会
〔老人クラブ〕 毎週土曜日   9:00～ グラウンド 

山本　久美

カローリング部会
〔老人クラブ〕 第１水・木曜日 14:00～ 体育館 前川　幸雄

木曜クラブ
〔ビーチボール〕 毎週木曜日 20:00～ 体育館 澤田　為次

クラブ・部会名 開 催 日 時 間 場 所 代表者

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
〇富山県県土美化推進県民会議
　会長表彰
　南山見老人クラブ連合会

（令和7年 4月 23日受賞）　
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四
月
二
十
日
、
令
和
七
年
度
の
南
山

見
地
域
づ
く
り
協
議
会
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
、
理
事
、

評
議
員
及
び
部
会
構
成
団
体
代
表
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
慎
重
審
議
の
う
え
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
役
員
改
選
年
に
あ
た
り
、

会
長
、
副
会
長
、
理
事
そ
し
て
監
事
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
会
長
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
発
足
よ
り
こ
れ
ま
で
六
年

間
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
碓
井
好
彦
会
長
か
ら
、
田
中

一
昭
会
長
へ
と
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
、

新
た
な
体
制
で
の
船
出
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
で
は
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
の
充
実
、
地
域
住
民
の
交
流
促
進
、

福
祉
の
向
上
等
、
地
区
全
体
の
幸
福
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
空
き
家
対

策
、
防
災
活
動
、
健
康
づ
く
り
、
児
童

の
健
全
育
成
を
、
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー

の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
基
金
積
立

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
急
速
に
変
化
す
る
時
代
。
地
域
の
未

来
に
向
け
、
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

増
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
積
極
的
な
関

わ
り
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
事
務
局
も
新
た
な
陣
容
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
等
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　近年、急激な少子高齢化に歯止めが止まらない
中、特に跡継ぎ不在により空き家化する住宅の増
加が深刻化しています。昨年度、当部会では、空
き家対策を重点施策に位置付け研修会等開催して
きましたが、本年度は市でもようやく空き家調査
に動き出すことになりました。
　本年度の当部会の重点目標としては、美しいま
ちづくりを進め、住みやすい環境を整えていくこ
とです。具体的には、手入れの行き届かなくなっ
てきている住宅の屋敷林や庭木の枝処理のための
枝粉砕機を使った講習会を行います。ゴミではな
く、リサイクルしたバイオマス資源の利活用につ
なげていきます。
　今後とも住んで楽しいまちづくりのために皆様
のご理解とご協力をお願いします。

部会長　山田 修弘

◆主な予定◆

（花壇作り）

新
た
な
体
制
で
の
船
出

令和７年度
南山見地域づくり協議会

役員

会　　長
田中一昭顧問

  碓井好彦
　　  山本義秀
参与  才川昌一 副会長（各部会長）

理事・区長・町内会長・生産組合長

事務局長・交流センター管理者（冨田利通）
地域指導員（山本智子、前川幸雄　山田修弘）

評 議 委 員
会長・部会長・副部会長（各１名）　事務局員

会報編集委員会

理　　事　　会

部　会 まちづくり部会
山田修弘
谷田　真
村木綾華

篠原正三
田村紀光
井上智子
澤田洋美

冨田利通
村松慶孝
亀田清美
井上　茂

冨田豊志
青山　誠
篠原正之
横江敏子

土地改良区　山本保彦
農業委員　　前川　茂   
JA となみ野理事
　　　　　　澤田秀継
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生産組合長会 田村紀光
男女共同参画推進員
　　　　　　篠原ゆか
花と緑の銀行  銅　光枝
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成壮年部　須川　大
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児童クラブ 亀田博義
青少年育成市民会議
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にじいろ保育園父母の会
　　　　　田村大輔
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消防分団　青山　誠
女性部防災担当
　　　　　横江敏子
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　　　　　田村淳子

地区社会福祉協議会
　　　　　前川幸雄
老人クラブ 田村紀光
民生委員・児童委員
　　　　　山本久美
食生活改善推進協議会
　　　　　池田澄子
ボランティアグループ
　　　　　直江喜美代
ヘルスボランティア
　　　　　林　律子
地域福祉推進員
　　　　　埴生優美子

健康・福祉部会 学習・スポーツ部会 安全・防災部会
部会長

部
会
構
成
団
体
代
表

副部会長

事　　務　　局

監　　事

地域づくり支援員

山田修弘　　篠原正三
冨田利通　　冨田豊志

朝倉喜八郎
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亀田秀一
森　達之
高堂清美

会長　副会長　１・２・３支部代表（田村裕嗣　徳成尚子
須川登喜雄　林　紀子　山田修弘　前川美恵子）
町内会長代表（細川　徹）

まちづくり部会

協
議
会
事
務
局
長

　冨
田
利
通

南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会
定
期
総
会

区　　長

町内会長

生産組合長

山田修弘　須川登喜雄　澤田資司　箭原　正（兼町内会長）
松井拓人（兼町内会長）　谷田　真（兼町内会長）　田村裕嗣　朝倉俊一
松井三良　横江聡亭　澤田秀継
前川　将　松田　彰（兼生産組合長）　田村紀光（兼生産組合長）
山﨑敏幸（兼生産組合長）　須川義和　澤田外志雄（兼生産組合長）　藤井定一
池田浩吉（兼生産組合長）　篠原　司（兼生産組合長）
細川　徹（兼生産組合長）　村木綾華
前川　聡　谷川　祥　久恵博明　松井清一　山本　稔　小橋雄一

 ６月 花の苗植え（8日）

  要望書提出（25日）

  道路サポート事業（～ 7月）

 ７月 枝粉砕機活用講習会①（12日）

 ８月 忠魂碑清掃

  忠魂碑慰霊祭（15日）

 10 月 枝粉砕機活用講習会②（19日）

  花壇チューリップ球根植え

 11 月 空き家対策研修会

 １月 新年の集い（4日）

　南砺市南山見地区社協は、昭和62年から38年
間運営してきましたが、地域づくり協議会に含ま
れない社協は、市内で当地区だけになり、今年度
は、来年度からこのスムーズな移行に向け、皆さ
まとともに具体的な検討を深めてまいります。
　『声かけ・助け合い・支え合う地域づくり』を
スローガンに、ケアネット事業の推進にも活動強
化しており、八乙女サロン会館も開館から７年経
過し、年間50回の月曜サロン活動を続けていま
す。「ほっとあっとなんと体操」やＮＨＫのテレ
ビ体操をするなど、健康・体力つくりにも力を入
れています。毎月の誕生会も、みんなで祝って楽
しく過ごしていますが、昨年好評だった、祝日を
利用した「三世代交流サロン」を今年も企画しま
すので、地域の皆様も家族お揃いでお越しいただ
くことを、スタッフ一同お待ちしております。

部会長　篠原 正三

（モルックで遊ぼう）

健康・福祉部会

 ６月 高齢者学級老連合同学習会（16日）
 ７月 南山見老連環境美化活動（12日）
  三世代交流サロン①（21日）
 ９月 南山見老連社会奉仕活動
 10 月 清掃奉仕
  三世代交流サロン②（13日）
 11 月 敬老の集い（９日）
  福祉研修会
 12 月 歳末たすけあい友愛訪問
 ２月 高齢者学級老連合同学習会（16日）
  友愛訪問花鉢贈呈
  在宅介護者訪問支援

◆主な予定◆
八乙女サロン（毎週月曜日）
朝市（5月から 10月まで）
　　（11月から４月は館内で）
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四
月
二
十
日
、
令
和
七
年
度
の
南
山

見
地
域
づ
く
り
協
議
会
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
、
理
事
、

評
議
員
及
び
部
会
構
成
団
体
代
表
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
慎
重
審
議
の
う
え
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
役
員
改
選
年
に
あ
た
り
、

会
長
、
副
会
長
、
理
事
そ
し
て
監
事
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
会
長
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
発
足
よ
り
こ
れ
ま
で
六
年

間
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
碓
井
好
彦
会
長
か
ら
、
田
中

一
昭
会
長
へ
と
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
、

新
た
な
体
制
で
の
船
出
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
で
は
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
の
充
実
、
地
域
住
民
の
交
流
促
進
、

福
祉
の
向
上
等
、
地
区
全
体
の
幸
福
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
空
き
家
対

策
、
防
災
活
動
、
健
康
づ
く
り
、
児
童

の
健
全
育
成
を
、
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー

の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
基
金
積
立

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
急
速
に
変
化
す
る
時
代
。
地
域
の
未

来
に
向
け
、
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

増
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
積
極
的
な
関

わ
り
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
事
務
局
も
新
た
な
陣
容
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
等
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　近年、急激な少子高齢化に歯止めが止まらない
中、特に跡継ぎ不在により空き家化する住宅の増
加が深刻化しています。昨年度、当部会では、空
き家対策を重点施策に位置付け研修会等開催して
きましたが、本年度は市でもようやく空き家調査
に動き出すことになりました。
　本年度の当部会の重点目標としては、美しいま
ちづくりを進め、住みやすい環境を整えていくこ
とです。具体的には、手入れの行き届かなくなっ
てきている住宅の屋敷林や庭木の枝処理のための
枝粉砕機を使った講習会を行います。ゴミではな
く、リサイクルしたバイオマス資源の利活用につ
なげていきます。
　今後とも住んで楽しいまちづくりのために皆様
のご理解とご協力をお願いします。

部会長　山田 修弘

◆主な予定◆

（花壇作り）
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食生活改善推進協議会
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ヘルスボランティア
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町内会長代表（細川　徹）
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局
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通
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総
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山田修弘　須川登喜雄　澤田資司　箭原　正（兼町内会長）
松井拓人（兼町内会長）　谷田　真（兼町内会長）　田村裕嗣　朝倉俊一
松井三良　横江聡亭　澤田秀継
前川　将　松田　彰（兼生産組合長）　田村紀光（兼生産組合長）
山﨑敏幸（兼生産組合長）　須川義和　澤田外志雄（兼生産組合長）　藤井定一
池田浩吉（兼生産組合長）　篠原　司（兼生産組合長）
細川　徹（兼生産組合長）　村木綾華
前川　聡　谷川　祥　久恵博明　松井清一　山本　稔　小橋雄一

 ６月 花の苗植え（8日）

  要望書提出（25日）

  道路サポート事業（～ 7月）

 ７月 枝粉砕機活用講習会①（12日）

 ８月 忠魂碑清掃

  忠魂碑慰霊祭（15日）

 10 月 枝粉砕機活用講習会②（19日）

  花壇チューリップ球根植え

 11 月 空き家対策研修会

 １月 新年の集い（4日）

　南砺市南山見地区社協は、昭和62年から38年
間運営してきましたが、地域づくり協議会に含ま
れない社協は、市内で当地区だけになり、今年度
は、来年度からこのスムーズな移行に向け、皆さ
まとともに具体的な検討を深めてまいります。
　『声かけ・助け合い・支え合う地域づくり』を
スローガンに、ケアネット事業の推進にも活動強
化しており、八乙女サロン会館も開館から７年経
過し、年間50回の月曜サロン活動を続けていま
す。「ほっとあっとなんと体操」やＮＨＫのテレ
ビ体操をするなど、健康・体力つくりにも力を入
れています。毎月の誕生会も、みんなで祝って楽
しく過ごしていますが、昨年好評だった、祝日を
利用した「三世代交流サロン」を今年も企画しま
すので、地域の皆様も家族お揃いでお越しいただ
くことを、スタッフ一同お待ちしております。

部会長　篠原 正三

（モルックで遊ぼう）

健康・福祉部会

 ６月 高齢者学級老連合同学習会（16日）
 ７月 南山見老連環境美化活動（12日）
  三世代交流サロン①（21日）
 ９月 南山見老連社会奉仕活動
 10 月 清掃奉仕
  三世代交流サロン②（13日）
 11 月 敬老の集い（９日）
  福祉研修会
 12 月 歳末たすけあい友愛訪問
 ２月 高齢者学級老連合同学習会（16日）
  友愛訪問花鉢贈呈
  在宅介護者訪問支援

◆主な予定◆
八乙女サロン（毎週月曜日）
朝市（5月から 10月まで）
　　（11月から４月は館内で）



南山見地域づくり協議会　令和6年度収支決算額及び令和7年度収支予算額
収入の部

支出の部

特別会計・基金の部 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

項　　目
令和6年度決算額 令和7年度予算額

 交付金会計  交付金・一般会計合計

令和6年度決算額
 交付金・一般会計合計

 一般会計  合　計 摘　　要

項　　目
令和7年度予算額

 交付金会計  一般会計  合　計 摘　　要

項　　目 令和6年度
決算額

令和7年度予算額
収　入 支　出 摘　　要

地区社協助成金、米寿の祝い等
人件費、労働保険料、部会長手当
交流センター維持管理費
道路維持活動、ごみ出し支援、防災等
前年度より
事業会費等
コピー、施設使用料等
八乙女サロン会館貸付料

備品購入

 1,595,000  1,589,000   -    1,589,000 
 559,000  559,000   -    559,000 
 191,000  190,000   -    190,000 
 4,638,300  4,733,369   -    4,733,369 
 873,000  873,000   -    873,000 
 500,000  500,000   -    500,000 
 328,517   -    370,197  370,197 
 1,329,530   -    1,385,520  1,385,520 
 86,955   -    130,000  130,000 
 17,400   -    17,400  17,400 
  -     -    10,000  10,000 
 167,805   -    40,000  40,000 
  10,286,507  8,444,369  1,953,117  10,397,486  

 700,000  900,000   -    900,000 
 310,443  310,573   -    310,573 
 429,786  489,936  150,000  339,936 
 417,958  568,098   -    568,098 
  1,858,187  2,268,607  150,000  2,118,607 

  3,012,297  1,146,000  1,035,000  2,181,000 
  38,719  15,000  5,000  20,000 
 193,189  20,000  70,000  90,000 
 76,310  70,000   -    70,000 
 19,451  15,000  5,000  20,000 
 539,000  536,000   -    536,000 
 30,000  20,000  10,000  30,000 
 95,000   -    80,000  80,000 
 70,000   -    50,000  50,000 
 5,000   -    5,000  5,000 
 219,450  120,000  110,000  230,000 
 976,178  350,000  550,000  900,000 
 50,000   -    150,000  150,000 
  738,104  560,000  170,000  730,000 
  20,000  20,000   -    20,000 
 148,036  150,000  30,000  180,000 
 152,716   -     -     -   
 70,856  50,000  50,000  100,000 
 133,424  100,000  30,000  130,000 
 32,722  10,000  30,000  40,000 
 25,500  20,000  10,000  30,000 
 16,850  20,000   -    20,000 
  -    40,000  20,000  60,000 
 138,000  150,000   -    150,000 
  350,271  195,000  158,000  353,000 
 3,909,300  4,733,369   -    4,733,369 
 1,356,338  1,310,000  400,000  1,710,000 
 550,000  500,000  70,000  570,000 
 67,787   -     -     -   
  -     -    120,117  120,117 
  9,916,310  8,444,369  1,953,117  10,397,486 

照明LED化基金
屋外照明積立金
備 品 積 立 金
防災・施設積立金 
合 　 計 

地 域 づ く り 費
防 災 会 事 業
新年の集い事業
除雪機貸出し事業
農 村 公 園 管 理
町内会活動助成
防犯灯・ごみステーション設置補助
忠魂碑維持会助成
消防団南山見分団助成
南山見地区防犯組合助成
会報「八乙女」発行事業
地域づくり協議会総務費
防災・施設積立金
生涯学習推進費
環境美化活動事業
八乙女フェスティバル事業
体力つくり事業
八乙女体育祭事業
八乙女文化祭事業
ビーチボール大会事業
二十歳の祝い・入学祝い
八乙女講座事業
三世代交流の集い事業
各種団体助成・負担金
社会福祉推進費
地域づくり推進人件費
施設維持管理費
地域事業推進費
返 還 金
予 備 費
合 　 　 計

詩吟お礼、会場生け花等
保険料、ﾁｪｰﾝ脱着手数料
除草剤、草刈り機賃借料等
14町内会へ

会報印刷代　年3回発行
役員手当、需用費、役務費等

環境美化協力金等
花火、商品等
地域事業推進費へ移行
賞品、参加賞等
賞品、粗品等
競技用品、賞品、参加賞
図書カード、写真プリント代
拡大コピー代、講師謝礼

各種団体助成金、研修会負担金等
地区社協助成金、米寿の祝い等
職員人件費等
交流センター維持管理費
道路維持活動、ごみ出し支援、防災等

　南山見地域の皆様こんにちは。本年度は、避難所
開設マニュアルの作成に重点をおいて活動をしたい
と考えています。
　避難所は、地域で支えあい助け合いながら運営し
ていくひとつの町のような施設であり、地域住民によ
る「自主運営」を基本としています。避難所に集まっ
た住民自らが早期に避難所を開設できるように、初
めに（ファースト）やるべき任務（ミッション）を記載し
た手順書と最低限必要となる資材を入れた箱（ボッ
クス）が「ファーストミッション  ボックス」です。
　手順書には、「誰でもできる」「みんなでやれる」を
コンセプトに、避難所について詳しく知らない方でも
わかりやすい具体的な行動手順を記載します。皆様
よりご意見をいただきながらマニュアルの素案を作
成します。

部会長　冨田 豊志

安全・防災部会

（防災訓練）

 ４月 春の交通安全街頭運動（６日～）
  交通安全協会地区総会（13日）
 5 月 住民台帳の整備
  消火栓ポールペンキ塗り
 ６月 カギかけ運動防犯キャンペーン
 ７月 交通安全運転講習会
  夏の交通安全県民運動（11日～）
 ８月 消防屯所清掃・放水訓練
  児童クラブ交通安全宣言（15日）
 ９月 秋の交通安全街頭運動（21日～）
 10 月 防災訓練（19日）
 11 月 秋季消防訓練
 １月 出初式・防火祈願（10日）
 ３月 春季消防訓練

◆主な予定◆

　学習・スポーツ部会は、地区住民の生涯学習・ス
ポーツ、文化の振興を目的に、住民が幅広く交流す
る場と機会をつくる活動をしています。
　昨年度は、2月初めの大雪のため三世代交流の集
いが中止となりましたが、八乙女フェスティバル・体
育祭・文化祭と、行事をほぼ計画どおり実施すること
ができました。
　今年度は、『幅広い世代の楽しい参加・交流を促
す』を重点に掲げ、「子どもたちに活躍の場をより多
く」「運営する人がより楽しく」をキー・ワードに、各種
活動や行事の継続と活性化に取り組みます。皆様の
ご参加をお願いいたします。

部会長　冨田 利通

（八乙女体育祭）

学習・スポーツ部会

◆主な予定◆
 ６月 児童クラブ入会式・花の苗植え・
  行灯作り（８日）
 ７月 ビーチボール大会（12日）
  三世代交流ミニマラソン・
  ラジオ体操（25日）
  八乙女講座①（28日）
 ８月 八乙女フェスティバル（15日）
 ９月 八乙女体育祭（28日）
 10 月 児童クラブチューリップ球根植え
  文化祭作品作り（下旬）
 11 月 八乙女文化祭・敬老の集い（９日）
 ２月 三世代交流の集い・
  児童クラブ修了式（８日）
  八乙女講座②（中旬）

 合　計 

地 域 づ く り 費
生涯学習推進費
社会福祉推進費
推 進 人 件 費
施設維持管理費
地域事業推進費
繰 越 金
負 担 金
使 用 料
貸 付 料
事 業 共 催 金
雑 入 金
合 　 　 計
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南山見地域づくり協議会　令和6年度収支決算額及び令和7年度収支予算額
収入の部

支出の部

特別会計・基金の部 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

項　　目
令和6年度決算額 令和7年度予算額

 交付金会計  交付金・一般会計合計

令和6年度決算額
 交付金・一般会計合計

 一般会計  合　計 摘　　要

項　　目
令和7年度予算額

 交付金会計  一般会計  合　計 摘　　要

項　　目 令和6年度
決算額

令和7年度予算額
収　入 支　出 摘　　要

地区社協助成金、米寿の祝い等
人件費、労働保険料、部会長手当
交流センター維持管理費
道路維持活動、ごみ出し支援、防災等
前年度より
事業会費等
コピー、施設使用料等
八乙女サロン会館貸付料

備品購入

 1,595,000  1,589,000   -    1,589,000 
 559,000  559,000   -    559,000 
 191,000  190,000   -    190,000 
 4,638,300  4,733,369   -    4,733,369 
 873,000  873,000   -    873,000 
 500,000  500,000   -    500,000 
 328,517   -    370,197  370,197 
 1,329,530   -    1,385,520  1,385,520 
 86,955   -    130,000  130,000 
 17,400   -    17,400  17,400 
  -     -    10,000  10,000 
 167,805   -    40,000  40,000 
  10,286,507  8,444,369  1,953,117  10,397,486  

 700,000  900,000   -    900,000 
 310,443  310,573   -    310,573 
 429,786  489,936  150,000  339,936 
 417,958  568,098   -    568,098 
  1,858,187  2,268,607  150,000  2,118,607 

  3,012,297  1,146,000  1,035,000  2,181,000 
  38,719  15,000  5,000  20,000 
 193,189  20,000  70,000  90,000 
 76,310  70,000   -    70,000 
 19,451  15,000  5,000  20,000 
 539,000  536,000   -    536,000 
 30,000  20,000  10,000  30,000 
 95,000   -    80,000  80,000 
 70,000   -    50,000  50,000 
 5,000   -    5,000  5,000 
 219,450  120,000  110,000  230,000 
 976,178  350,000  550,000  900,000 
 50,000   -    150,000  150,000 
  738,104  560,000  170,000  730,000 
  20,000  20,000   -    20,000 
 148,036  150,000  30,000  180,000 
 152,716   -     -     -   
 70,856  50,000  50,000  100,000 
 133,424  100,000  30,000  130,000 
 32,722  10,000  30,000  40,000 
 25,500  20,000  10,000  30,000 
 16,850  20,000   -    20,000 
  -    40,000  20,000  60,000 
 138,000  150,000   -    150,000 
  350,271  195,000  158,000  353,000 
 3,909,300  4,733,369   -    4,733,369 
 1,356,338  1,310,000  400,000  1,710,000 
 550,000  500,000  70,000  570,000 
 67,787   -     -     -   
  -     -    120,117  120,117 
  9,916,310  8,444,369  1,953,117  10,397,486 

照明LED化基金
屋外照明積立金
備 品 積 立 金
防災・施設積立金 
合 　 計 

地 域 づ く り 費
防 災 会 事 業
新年の集い事業
除雪機貸出し事業
農 村 公 園 管 理
町内会活動助成
防犯灯・ごみステーション設置補助
忠魂碑維持会助成
消防団南山見分団助成
南山見地区防犯組合助成
会報「八乙女」発行事業
地域づくり協議会総務費
防災・施設積立金
生涯学習推進費
環境美化活動事業
八乙女フェスティバル事業
体力つくり事業
八乙女体育祭事業
八乙女文化祭事業
ビーチボール大会事業
二十歳の祝い・入学祝い
八乙女講座事業
三世代交流の集い事業
各種団体助成・負担金
社会福祉推進費
地域づくり推進人件費
施設維持管理費
地域事業推進費
返 還 金
予 備 費
合 　 　 計

詩吟お礼、会場生け花等
保険料、ﾁｪｰﾝ脱着手数料
除草剤、草刈り機賃借料等
14町内会へ

会報印刷代　年3回発行
役員手当、需用費、役務費等

環境美化協力金等
花火、商品等
地域事業推進費へ移行
賞品、参加賞等
賞品、粗品等
競技用品、賞品、参加賞
図書カード、写真プリント代
拡大コピー代、講師謝礼

各種団体助成金、研修会負担金等
地区社協助成金、米寿の祝い等
職員人件費等
交流センター維持管理費
道路維持活動、ごみ出し支援、防災等

　南山見地域の皆様こんにちは。本年度は、避難所
開設マニュアルの作成に重点をおいて活動をしたい
と考えています。
　避難所は、地域で支えあい助け合いながら運営し
ていくひとつの町のような施設であり、地域住民によ
る「自主運営」を基本としています。避難所に集まっ
た住民自らが早期に避難所を開設できるように、初
めに（ファースト）やるべき任務（ミッション）を記載し
た手順書と最低限必要となる資材を入れた箱（ボッ
クス）が「ファーストミッション  ボックス」です。
　手順書には、「誰でもできる」「みんなでやれる」を
コンセプトに、避難所について詳しく知らない方でも
わかりやすい具体的な行動手順を記載します。皆様
よりご意見をいただきながらマニュアルの素案を作
成します。

部会長　冨田 豊志

安全・防災部会

（防災訓練）

 ４月 春の交通安全街頭運動（６日～）
  交通安全協会地区総会（13日）
 5 月 住民台帳の整備
  消火栓ポールペンキ塗り
 ６月 カギかけ運動防犯キャンペーン
 ７月 交通安全運転講習会
  夏の交通安全県民運動（11日～）
 ８月 消防屯所清掃・放水訓練
  児童クラブ交通安全宣言（15日）
 ９月 秋の交通安全街頭運動（21日～）
 10 月 防災訓練（19日）
 11 月 秋季消防訓練
 １月 出初式・防火祈願（10日）
 ３月 春季消防訓練

◆主な予定◆

　学習・スポーツ部会は、地区住民の生涯学習・ス
ポーツ、文化の振興を目的に、住民が幅広く交流す
る場と機会をつくる活動をしています。
　昨年度は、2月初めの大雪のため三世代交流の集
いが中止となりましたが、八乙女フェスティバル・体
育祭・文化祭と、行事をほぼ計画どおり実施すること
ができました。
　今年度は、『幅広い世代の楽しい参加・交流を促
す』を重点に掲げ、「子どもたちに活躍の場をより多
く」「運営する人がより楽しく」をキー・ワードに、各種
活動や行事の継続と活性化に取り組みます。皆様の
ご参加をお願いいたします。

部会長　冨田 利通

（八乙女体育祭）

学習・スポーツ部会

◆主な予定◆
 ６月 児童クラブ入会式・花の苗植え・
  行灯作り（８日）
 ７月 ビーチボール大会（12日）
  三世代交流ミニマラソン・
  ラジオ体操（25日）
  八乙女講座①（28日）
 ８月 八乙女フェスティバル（15日）
 ９月 八乙女体育祭（28日）
 10 月 児童クラブチューリップ球根植え
  文化祭作品作り（下旬）
 11 月 八乙女文化祭・敬老の集い（９日）
 ２月 三世代交流の集い・
  児童クラブ修了式（８日）
  八乙女講座②（中旬）

 合　計 

地 域 づ く り 費
生涯学習推進費
社会福祉推進費
推 進 人 件 費
施設維持管理費
地域事業推進費
繰 越 金
負 担 金
使 用 料
貸 付 料
事 業 共 催 金
雑 入 金
合 　 　 計
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　当銀行は、花と緑に満ちた潤いのある社会を実現するた
めの推進母体として、富山県が昭和48年に設立いたしまし
た。事業は、「花と緑をはぐくむ事業」「花と緑にふれあう
事業」「花と緑をすすめる事業」の3つがあります。
　南山見地方銀行は、頭取とグリーキーパー合わせて8名
が活動しています。活動内容は、井波小学校入口信号機角
の八乙女花壇作りと整備をはじめ、児童クラブの皆さんと
一緒に行う、交流センターのプランターの花植え、チュー
リップ球根植え、各町内公民館等への花苗の配布、南砺市
花と緑のフェスティバルでのミニ花壇作り等です。
　活動は大変ですが、潤いのある町づくり推進のため、多
くの方々の心の癒しになるようにこれからもがんばります。

活 動 計 画

◇頭取　田中　一昭
◇グリーンキーパー
　池田　隆志（花壇委員）
　銅　　光枝（花壇委員）
　中村　外子　村松　春美　山本　智子
　長田ひとみ　冨田　利通（新任）

役
員
会

八
乙
女
文
化
祭

敬
老
の
集
い

　2月14日（金）、交流センター大ホールで令和6年度2回目の「八乙女講座」を開催しました。理事会役員、学習・スポー
ツ部会やまちづくり部会委員、区長、町内会長等、41名の方々が参加され、熱心に聴講していただきました。
　講師は、ＮＰＯ法人「イナミライビジョン」の遠藤裕子さんと小西正明さんで、「井波庁舎の利活用を考える」と題して、
約 1 時間講演していただきました。令和 5 年度にまとめられた未来の井波地域の構想「井波ビジョン 2040」を基に、
分かりやすく話をしていただきました。内容をまとめると、
・空き家を活用した店舗や事業所が集まるまちの中心に、旧庁舎の跡地として
住民が憩う公園や広場を位置づける。
・瑞泉寺から八日町通り、本通りの店舗を散策し、公園までのルートを観光客
に楽しんでもらうウォーカブルなまちづくりをする。
・将来を担う世代に負担がかからないように、旧庁舎の跡地には建物は少なく
し、現在のガレージ等を有効活用する。
・公園の周辺でマルシェやワークショップを実施し、子どもから高齢者まで幅
広い世代の交流を深める。

など、現状を生かした夢が膨らむ構想です。
　旧庁舎の利活用を中心に井波地域を活性化し、「まざりあい、つづけるまち。井波」の実現に向けて歩もうとする力
強い話をお聞きし、何か協力できることはないか考える1時間でした。

八 乙 女 講 座八 乙 女 講 座

　５月11日（日）、成壮年部会員による年２回実施して
いる環境美化活動の１回目を南山見交流センター周辺で
行いました。
　いろいろな行事や田植え時期と重なり、今年の参加者
は17名で昨年より少し減りましたが、草刈り、除草剤
散布、江浚いを分担し、練達した会員によって作業を行
いました。回数を重ねるごとにスムーズな連携で作業効
率が上がり、時間短縮にもつながりました。
　公共の場所が美しくなり、地区の方々に心地よさを感
じていただきたいとの思いで行う活動ですが、コミュニ
ケーションや助け合いの機会を生み出すことも利点であ
ると気付くことも
できました。
　これからも地域
づくり協議会活動
の助となり、会員
同士の親睦の輪を
深めていけたらと
思います。

　５月11日（日）、成壮年部会員による年２回実施して
いる環境美化活動の１回目を南山見交流センター周辺で
行いました。
　いろいろな行事や田植え時期と重なり、今年の参加者
は17名で昨年より少し減りましたが、草刈り、除草剤
散布、江浚いを分担し、練達した会員によって作業を行
いました。回数を重ねるごとにスムーズな連携で作業効
率が上がり、時間短縮にもつながりました。
　公共の場所が美しくなり、地区の方々に心地よさを感
じていただきたいとの思いで行う活動ですが、コミュニ
ケーションや助け合いの機会を生み出すことも利点であ
ると気付くことも
できました。
　これからも地域
づくり協議会活動
の助となり、会員
同士の親睦の輪を
深めていけたらと
思います。

成壮年部環境美化活動

　南山見地域づくり協議会初代会長 碓井好彦さんが、この４月、定例総会をもって勇退されました。
　碓井さんには、平成26年４月より南山見公民館長を４年間、平成30年４月より南山見自治振興
会会長を１年間、そして翌平成31年４月からは南山見地域づくり協議会会長を６年間（うち３年度
と４年度は地域づくり協議会井波連合会会長を兼務）と、これまで11年間の長きにわたり、地区の
まとめ役、地域づくりの推進役として務めてくださいました。
　とりわけ、市が先導する地域づくり協議会（小規模多機能自治）の立ち上げ準備、組織づくりと住
民アンケートをもとにした方針づくり等、伝統を継承しつつ、時代にあった新たな南山見地区の住
民自治を形づけられ、また、その直後の新型コロナウイルス感染拡大による活動自粛の中において

も、地区住民の安全・安心を最優先に、可能な限りの工夫をして、住民交流の場づくりや課題解決を進めてくださいまし
た。そして、令和４年からは地域内の交通利便性を高めるデマンドバス・タクシーの運用推進、同５年２月の「優良公民
館、文部科学大臣表彰」受賞、翌６年３月の『次代につなぐ 郷土誌 南山見』の発刊なども、すべて、碓井さんの、先を見る
力・粘り強さ・決断力、そして笑顔と包容力あるお人柄なくしては、成し得なかったものと思います。心より感謝申し上
げます。本当にありがとうございました。

碓井好彦さん　会長退任碓井好彦さん　会長退任

前学習・スポーツ部会長　田 中 一 昭

花壇委員　池 田 隆 志成壮年部副会長　直 江 　 正
「花と緑の銀行南山見地方銀行」の活動「花と緑の銀行南山見地方銀行」の活動

夢が膨らむ「イナミライビジョン」
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令和７年度

　当銀行は、花と緑に満ちた潤いのある社会を実現するた
めの推進母体として、富山県が昭和48年に設立いたしまし
た。事業は、「花と緑をはぐくむ事業」「花と緑にふれあう
事業」「花と緑をすすめる事業」の3つがあります。
　南山見地方銀行は、頭取とグリーキーパー合わせて8名
が活動しています。活動内容は、井波小学校入口信号機角
の八乙女花壇作りと整備をはじめ、児童クラブの皆さんと
一緒に行う、交流センターのプランターの花植え、チュー
リップ球根植え、各町内公民館等への花苗の配布、南砺市
花と緑のフェスティバルでのミニ花壇作り等です。
　活動は大変ですが、潤いのある町づくり推進のため、多
くの方々の心の癒しになるようにこれからもがんばります。

活 動 計 画

◇頭取　田中　一昭
◇グリーンキーパー
　池田　隆志（花壇委員）
　銅　　光枝（花壇委員）
　中村　外子　村松　春美　山本　智子
　長田ひとみ　冨田　利通（新任）
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　2月14日（金）、交流センター大ホールで令和6年度2回目の「八乙女講座」を開催しました。理事会役員、学習・スポー
ツ部会やまちづくり部会委員、区長、町内会長等、41名の方々が参加され、熱心に聴講していただきました。
　講師は、ＮＰＯ法人「イナミライビジョン」の遠藤裕子さんと小西正明さんで、「井波庁舎の利活用を考える」と題して、
約 1 時間講演していただきました。令和 5 年度にまとめられた未来の井波地域の構想「井波ビジョン 2040」を基に、
分かりやすく話をしていただきました。内容をまとめると、
・空き家を活用した店舗や事業所が集まるまちの中心に、旧庁舎の跡地として
住民が憩う公園や広場を位置づける。
・瑞泉寺から八日町通り、本通りの店舗を散策し、公園までのルートを観光客
に楽しんでもらうウォーカブルなまちづくりをする。
・将来を担う世代に負担がかからないように、旧庁舎の跡地には建物は少なく
し、現在のガレージ等を有効活用する。
・公園の周辺でマルシェやワークショップを実施し、子どもから高齢者まで幅
広い世代の交流を深める。

など、現状を生かした夢が膨らむ構想です。
　旧庁舎の利活用を中心に井波地域を活性化し、「まざりあい、つづけるまち。井波」の実現に向けて歩もうとする力
強い話をお聞きし、何か協力できることはないか考える1時間でした。
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　５月11日（日）、成壮年部会員による年２回実施して
いる環境美化活動の１回目を南山見交流センター周辺で
行いました。
　いろいろな行事や田植え時期と重なり、今年の参加者
は17名で昨年より少し減りましたが、草刈り、除草剤
散布、江浚いを分担し、練達した会員によって作業を行
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いる環境美化活動の１回目を南山見交流センター周辺で
行いました。
　いろいろな行事や田植え時期と重なり、今年の参加者
は17名で昨年より少し減りましたが、草刈り、除草剤
散布、江浚いを分担し、練達した会員によって作業を行
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成壮年部環境美化活動

　南山見地域づくり協議会初代会長 碓井好彦さんが、この４月、定例総会をもって勇退されました。
　碓井さんには、平成26年４月より南山見公民館長を４年間、平成30年４月より南山見自治振興
会会長を１年間、そして翌平成31年４月からは南山見地域づくり協議会会長を６年間（うち３年度
と４年度は地域づくり協議会井波連合会会長を兼務）と、これまで11年間の長きにわたり、地区の
まとめ役、地域づくりの推進役として務めてくださいました。
　とりわけ、市が先導する地域づくり協議会（小規模多機能自治）の立ち上げ準備、組織づくりと住
民アンケートをもとにした方針づくり等、伝統を継承しつつ、時代にあった新たな南山見地区の住
民自治を形づけられ、また、その直後の新型コロナウイルス感染拡大による活動自粛の中において

も、地区住民の安全・安心を最優先に、可能な限りの工夫をして、住民交流の場づくりや課題解決を進めてくださいまし
た。そして、令和４年からは地域内の交通利便性を高めるデマンドバス・タクシーの運用推進、同５年２月の「優良公民
館、文部科学大臣表彰」受賞、翌６年３月の『次代につなぐ 郷土誌 南山見』の発刊なども、すべて、碓井さんの、先を見る
力・粘り強さ・決断力、そして笑顔と包容力あるお人柄なくしては、成し得なかったものと思います。心より感謝申し上
げます。本当にありがとうございました。

碓井好彦さん　会長退任碓井好彦さん　会長退任

前学習・スポーツ部会長　田 中 一 昭

花壇委員　池 田 隆 志成壮年部副会長　直 江 　 正
「花と緑の銀行南山見地方銀行」の活動「花と緑の銀行南山見地方銀行」の活動
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り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
騒
ぎ
立
て
る
ば
か
り

で
す
。

　
米
を
ち
ゃ
ん
と
食
せ
る
の
は
、
農
作

業
の
手
間
暇
は
も
ち
ろ
ん
、
用
水
を
確

保
す
る
た
め
の
江
浚
い
・
草
刈
り
等
の

維
持
管
理
の
努
力
の
お
蔭
で
す
。
ま
た
、

集
荷
・
運
搬
・
精
米
を
担
う
人
々
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
便
利
に
な
っ
た

分
、
見
え
な
い
こ
と
へ
の
「
想
像
力
」

が
試
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
地
域
行
事
、
団
体
そ
の
も
の
の
継
続

が
な
か
な
か
難
し
い
時
代
で
す
が
、
今

回
の
こ
と
を
他
山
の
石
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

（
Ｔ
２
）

編
集
後
記

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計

月
区分 利　用　場　所

会議室 体育館大ホール和　室 調理室
第一研修室

合　計

72
138
118
126
52
84
58
80
38
60
101
119
1,046

70
85
111
106
52
49
159
102
57
49
56
55
951

80
125
162
192
206
79
389
85
123
171
121
104
1,837

40
5
14
0
9
9
20
5
30
0
10
0
142

7
19
21
43
26
16
81
67
12
9
10
118
429

269
372
426
467
345
237
707
339
260
289
298
396
4,405

（人数）

会報編集委員会メンバー紹介会報編集委員会メンバー紹介

南山見交流センター利用状況

委 員 長　冨田　利通（学習・スポーツ部会長）
副委員長　篠原　正三（健康・福祉部会長）
委　　員　田中　一昭（地域づくり協議会長）
委　　員　冨田　豊志（安全・防災部会長）
委　　員　谷田　　真（まちづくり副部会長）
委　　員　田村　紀光（健康・福祉副部会長）
委　　員　亀田　清美（学習・スポーツ副部会長）
委　　員　横江　敏子（安全・防災副部会長）
事 務 局　山田　修弘　山本　智子　前川　幸雄

　就
任
の
ご
挨
拶

　就
任
の
ご
挨
拶

　
こ
の
度
、
前
任
の
碓
井
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
誠
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
南
山
見
地
区
発
展
の
た

め
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
協
議
会
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
設
立
し
て
以
来
、
今

年
で
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
課
題
解
決
型
の
「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

を
目
指
し
て
、
碓
井
前
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
着
実
に
前
進

し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
が
計
画
通
り
に
実
施
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
二
年
で
よ
う
や
く
以
前
の
よ
う
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
の
成
果
と
し
て
は
、
令
和
四
年
度

の
文
部
科
学
大
臣「
優
良
公
民
館
表
彰
」受
賞
や
、令
和
五
年
度
末
の「
次

代
に
つ
な
ぐ
　
郷
土
誌
　
南
山
見
」
発
刊
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

誇
る
こ
と
の
で
き
る
地
区
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
功
績
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、地
区
の
皆
さ
ん
の
「
郷
土
愛
」
の
深
さ
や
「
地
域
力
」

の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
当
地
区
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
も
た

ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、
空
き
家
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
、

農
業
の
担
い
手
不
足
、
防
災
対
策
等
々
で
す
。
ま
た
、
井
波
地
域
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
八
乙
女
連
絡
道
整
備
計
画
の
推
進
、
旧
井
波
庁
舎
の

跡
地
活
用
、
井
波
招
魂
社
屋
根
修
復
、
東
洋
紡
の
跡
地
活
用
等
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
何
と

い
っ
て
も
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
八
乙
女
サ
ロ
ン
や
各
種
団
体
の
活
動
等
に
よ
る
「
同
世
代
の
つ

な
が
り
」
三
世
代
交
流
事
業
等
に
よ
る
「
世
代
間
の
つ
な
が
り
」
と
い
っ

た
、「
つ
な
が
り
合
う
南
山
見
」
を
目
指
し
て
、
交
流
活
動
や
協
議
会
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
地
区
の
皆
様
の
温
か
い
ご
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援
と

ご
協
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す
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し
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、
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も
と
着
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で
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が
計
画
通
り
に
実
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で
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こ

と
も
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が
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で
よ
う
や
く
以
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の
よ
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な
活
動
が

で
き
る
よ
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に
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。
活
動
の
成
果
と
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は
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和
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部
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や
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郷
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南
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発
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に
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れ
て
い
ま
す
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に
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る
こ
と
の
で
き
る
地
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の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
功
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に
感

謝
す
る
と
と
も
に
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の
皆
さ
ん
の
「
郷
土
愛
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の
深
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や
「
地
域
力
」

の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
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現
在
、
当
地
区
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
も
た

ら
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、
空
き
家
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
、

農
業
の
担
い
手
不
足
、
防
災
対
策
等
々
で
す
。
ま
た
、
井
波
地
域
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
八
乙
女
連
絡
道
整
備
計
画
の
推
進
、
旧
井
波
庁
舎
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、
井
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魂
社
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修
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、
東
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の
跡
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活
用
等
の
課
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が
あ
り
ま
す
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こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
を
活
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化
す
る
た
め
に
は
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何
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い
っ
て
も
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
大
切
な
の
で
は
な
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で
し
ょ

う
か
。
八
乙
女
サ
ロ
ン
や
各
種
団
体
の
活
動
等
に
よ
る
「
同
世
代
の
つ

な
が
り
」
三
世
代
交
流
事
業
等
に
よ
る
「
世
代
間
の
つ
な
が
り
」
と
い
っ

た
、「
つ
な
が
り
合
う
南
山
見
」
を
目
指
し
て
、
交
流
活
動
や
協
議
会
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
地
区
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
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て
、
就
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ご
挨
拶
と

さ
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て
い
た
だ
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ま
す
。

南
山
見
地
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く
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長
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南
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く
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議
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長
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会　報

　皆さん、こんにちは。茶道クラブです。南山見交流センター
和室で、毎月第２と第４火曜日の 13 時よりお稽古をしており
ます。
　２月には初釜、９月にはお月見、おいしいお菓子とお茶をい
ただき、その後は食事をしながらみんなで和気あいあいと楽し
んでおります。また、八乙女文化祭では、お茶席を設けて地域
交流の一助に成っているのではないかと思っています。
　最近は、ヒザ等各所が痛くなり、正座も難しくなってきまし
たが、椅子でのお稽古もしておりますので、ぜひお気軽に顔を
出して一服味わってみてはいかがでしょうか。お待ちしており
ます。　　　　　　　　　　　　　　　クラブ員　亀田美和子

茶道クラブクラブ・セミナー・
教室紹介コーナー その2

八乙女セミナー新会員募集八乙女セミナー新会員募集
令和７年度

　令和７年度の『八乙女セミナー』会員を募集しています。
入会を希望される方は、南山見交流センターで随時受け
付けています。

生花クラブ
〔小原流〕 第３金曜日 13:30～ 研修室 松井　正子

茶道クラブ
〔裏千家〕 第2・第４火曜日 13:00～ 和　室 亀田美和子

詩吟クラブ
〔日本詩吟学院〕 第１・第３土曜日 13:30～ 会議室 小橋外喜雄

3B体操クラブ 第１・第３火曜日 14:00～ 大ホール 銅　　光枝
すみれ会
〔民踊クラブ〕 第１・第３金曜日 19:30～ 大ホール 武田東洋子

山吹の会
〔民踊クラブ〕 第１・第３月曜日 19:30～ 大ホール 武田東洋子

子ども民踊クラブ 第２・第３金曜日 18:30～ 大ホール 武田東洋子
ペタンク部会
〔老人クラブ〕 毎週土曜日   9:00～ グラウンド 

山本　久美

カローリング部会
〔老人クラブ〕 第１水・木曜日 14:00～ 体育館 前川　幸雄

木曜クラブ
〔ビーチボール〕 毎週木曜日 20:00～ 体育館 澤田　為次

クラブ・部会名 開 催 日 時 間 場 所 代表者

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
〇富山県県土美化推進県民会議
　会長表彰
　南山見老人クラブ連合会

（令和7年 4月 23日受賞）　


